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さ
ん
さ
ん
介
護
予
防
パ
ー
ト
ナ
ー
養
成

講
座
修
了
式
を
１
月
26
日
、
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
で
行
い
、
12
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
介
護
予
防
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
、
介
護
予

防
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し
身
近
な
地
域

で
介
護
予
防
活
動
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。
修
了
生
は
「
専
門

的
な
知
識
を
学
べ
て
自
分
の
た
め
に
も

な
っ
た
。
頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
修
了
生
は

町
の
介
護
予
防
教
室
な
ど
で
活
動
し
ま
す
。

広
め
ま
し
ょ
う
、
介
護
予
防
の
輪
！

第
２
回
さ
ん
さ
ん
介
護
予
防
パ
ー
ト
ナ
ー
養
成
講
座
修
了
式▲修了式を終え決意を新たにするパートナーの皆さん

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
２
月

２
日
、
菊
陽
中
学
校
で
行
い
、
１
７
５
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
生
徒

は
「
近
所
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助

け
た
い
」「
認
知
症
や
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
学
び
、
私
に
も
活
動
で
き
そ
う
だ
と

思
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
地

域
で
支
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
講
師
役
と
な
る

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
輪
が
広
が
っ
て
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

▲先生の迫真の演技に生徒も真剣

　
第
６
回
認
知
症
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
in

菊
陽
を
１
月
23
日
、
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
約
１
７
０
人
が
参

加
。
町
は
認
知
症
の
啓
発
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
を
６
年

前
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
社
会
医
療
法
人
ま
し
き
会
益
城

病
院
理
事
長
の
犬
飼
邦
明
先
生
が
「
認
知

症
高
齢
者
を
守
る
～
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
犬

飼
先
生
は
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
実
例
を
交

え
て
、「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
や
認
知
症
の
人
を
孤
立
さ
せ
ず
み
ん
な

で
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
認
知
症

地
域
で
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

第
６
回
認
知
症
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
in
菊
陽

の
初
期
の
段
階
で
、
本
人
に
今
後
運
転
が

難
し
く
な
る
と
話
し
て
お
く
こ
と
や
同
乗

し
て
運
転
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
、
主
治

医
や
警
察
と
の
連
携
も
必
要
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
他
人
の
事
と
思
っ
て

い
た
が
、
今
日
の
話
を
聞
い
て
他
人
事
で

は
な
い
と
思
っ
た
」「
実
例
を
挙
げ
た
講

演
で
分
か
り
や
す
く
、
認
知
症
の
人
へ
の

接
し
方
は
勉
強
に
な
っ
た
。
地
域
で
の
見

守
り
の
必
要
性
を
感
じ
た
」「
認
知
症
高

齢
者
の
運
転
免
許
証
の
所
持
は
対
応
が
難

し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
参
考
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲優しい語り口で認知症の実例を話す犬飼邦明先生

▲町内外から多くの参加者が訪れました

　
菊
陽
町
、
菊
池
市
、
合
志
市
、
大
津
町

は
菊
池
郡
市
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬

剤
師
会
、
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
菊
池

支
部
、
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡

協
議
会
菊
池
・
阿
蘇
ブ
ロ
ッ
ク
と
１
月
31

日
、
菊
池
市
文
化
会
館
で
県
北
広
域
本
部

立
ち
会
い
の
も
と
、
在
宅
医
療
と
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
一
翼
を
担
う
在
宅
医
療
を
中
核
に
、
各

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
さ
ら
に
深
め
、

菊
池
地
域
の
立
地
を
踏
ま
え
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
、
協
働
の

菊
池
地
域
の
医
療
介
護
連
携
が
実
現

在
宅
医
療
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
に
関
す
る
協
定

推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
菊
池
広
域
連
合
長
の
荒
木
義
行
合
志
市

長
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
る

こ
と
は
多
く
の
人
の
願
い
で
あ
り
、
自
治

体
や
関
係
機
関
が
連
携
す
る
こ
と
で
安

全
と
安
心
を
提
供
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
菊
池
郡
市
医
師
会
の
宮
本
浩
光
理
事

は
「
医
師
会
だ
け
で
な
く
医
療
や
介
護
に

携
わ
る
多
職
種
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
一

致
団
結
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
今
後
、
菊
池
郡
市
４
市
町
は
医
療
や
介

護
に
携
わ
る
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

1

　
よ
か
つ
れ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
を
１
月

30
日
、
図
書
館
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

さ
ん
さ
ん
の
会
の
団
体
メ
ン
バ
ー
の
菊
陽

町
少
林
寺
拳
法
協
会
に
よ
る
迫
力
あ
る
演

舞
で
開
幕
。
働
く
婦
人
の
家
講
座
生
39
人

が
息
の
あ
っ
た
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
男
女
共
同
参
画
部
会
が
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
家
族
の
在
り
方
に
つ
い
て
寸

劇
を
行
い
ま
し
た
。「
女
性
が
外
で
働
く

こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
今
、
家

庭
や
職
場
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
喜
び
を

男
女
共
同
参
画
を
創
作
落
語
や
歌
、
寸
劇
で
学
ぶ
　 

よ
か
つ
れ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６ 分

か
ち
合
え
る
世
の
中
に
な
っ
て
欲
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
が
育

児
や
家
事
を
行
う
様
子
を
写
し
た
「
イ
ク

メ
ン
・
カ
ジ
ダ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
表
彰
式
も
行
い
ま
し
た
。
黒
田
美
樹
さ

ん
の
写
真
「
ご
機
嫌
な
日
曜
日
」
が
グ
ラ

ン
プ
リ
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
鶴
ヶ
島
市
役
所
職
員
で
、
男
女

共
同
参
画
の
推
進
活
動
を
し
て
い
る
千

金
亭
値
千
金
さ
ん
は
性
同
一
性
障
害
や

同
性
愛
者
ら
性
的
少
数
派
を
テ
ー
マ
に

創
作
落
語
を
披
露
し
ま
し
た
。
来
場
者
は

「
テ
ー
マ
は
難
し
い
が
、
落
語
だ
っ
た
の

で
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

1人権擁護委員による寸劇2千
金亭値千金さんの落語3「イク
メン・カジダンフォトコンテス
ト」でグランプリを獲った黒田
美樹さんとその家族

1

2

3

1協定締結関係者と後藤三雄町
長ら菊池郡市４市町の町長2協
定のあいさつをする菊池郡市医
師会の岩倉雄一郎会長3協定書
に署名する後藤三雄町長2

3
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菊
陽
町
企
業
・
事
業
者
交
流
促
進
研
修

会
を
１
月
20
日
、
ブ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
ア
ベ

ニ
ュ
ー
熊
本
で
開
催
し
ま
し
た
。
横
浜
マ

リ
ノ
ス
㈱
の
嘉
悦
朗
前
代
表
取
締
役
社
長

が
「
組
織
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
変
革

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～
日
産
の
Ｖ
字
回
復
に

見
る
組
織
風
土
改
革
～
」
と
題
し
講
演
。

元
日
産
自
動
車
㈱
執
行
役
員
の
嘉
悦
さ
ん

は
「
ト
ッ
プ
が
旗
を
振
ら
な
け
れ
ば
改
革

は
で
き
な
い
」
と
経
営
危
機
の
日
産
が
復

活
に
至
っ
た
過
程
を
語
り
、
参
加
者
は
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

生
き
残
る
た
め
の
企
業
の
変
革

菊
陽
町
企
業
・
事
業
者
交
流
促
進
研
修
会

▲｢改革し続けなければ成長は止まる｣ と語る嘉悦朗さん

　
菊
陽
町
健
康
フ
ェ
ア
を
２
月
13
日
、
菊

陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
来
場
者
が
歯
科
検
診
・
筋

肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
、
フ
ィ
ジ
オ
ン
に

よ
る
筋
肉
量
の
測
定
、
血
糖
値
、
骨
密
度
、

血
管
年
齢
な
ど
を
測
定
。
尚
絅
大
学
、
尚

絅
大
学
短
期
大
学
部
に
よ
る
食
に
関
す
る

展
示
も
実
施
し
、「
お
い
し
く
て
か
む
回

数
が
増
え
る
レ
シ
ピ
も
も
ら
え
た
の
で
、

早
速
家
で
作
り
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
食

物
栄
養
学
科
准
教
授
の
小
野
要
先
生
が
食

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
よ
う

菊
陽
町
健
康
フ
ェ
ア 

べ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
体
験
談

を
交
え
て
講
演
。「
魚
中
心
の
食
生
活
は

太
り
に
く
く
、
認
知
症
予
防
や
う
つ
病
予

防
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
魚
を
使
っ
た
食
事
を
増
や
し
、
食

べ
る
量
や
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

楽
し
く
食
べ
る
こ
と
も
大
事
」
な
ど
と
話

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
あ
ら
た
め
て
食

の
大
切
さ
に
気
付
い
た
」「
バ
ラ
ン
ス
の

い
い
食
事
を
心
掛
け
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
町
は
、
今
後
も
健
康
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
き
ま
す
。

1健康を保つために必要な栄養
素の働きや種類を説明する小野
要先生2講演会の参加者から質
疑が活発に行われた3展示コー
ナーでよくかんで食べることの
大切さを伝える尚絅大学短期大
学部の学生

1

2

3

　
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
菊
池

郡
市
４
市
町
は
、
要
支
援
者
に
対
す
る
訪

問
介
護
・
通
所
介
護
を
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
へ
４
月
か
ら
移
行
し

ま
す
。
４
市
町
は
同
事
業
の
合
同
説
明
会

を
２
月
10
日
、
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
で
各
事
業
所
を
対
象
に
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
町
は
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
・
介
護
予
防
を
よ
り
促
進
す
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
一
人
一
人
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業　
合
同
説
明
会▲町のサービスを説明する地域包括支援センター職員

　
１
月
７
日
に
87
歳
で
亡
く
な
っ
た
前
町

長
で
名
誉
町
民
の
冨
永
清
次
氏
の
町
葬
を

２
月
７
日
、
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル
で
行

い
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
約
５
０
０
人
が
参
列
。
町

葬
で
は
、
映
像
に
よ
る
追
想
や
参
列
者
全

員
で
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
藤

三
雄
町
長
は
「
町
民
福
祉
の
向
上
や
産
業

基
盤
の
整
備
な
ど
町
の
発
展
に
力
を
注
が

れ
ま
し
た
。
冨
永
町
長
が
目
指
さ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
に
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
」
と
故
人
の
数
々
の
功

績
を
た
た
え
て
告
別
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
坂
本
哲
志
衆
議
院
議
員
を

町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

菊
陽
町
名
誉
町
民　
故
冨
永
清
次
氏　
町
葬

は
じ
め
、
参
列
者
の
中
か
ら
５
人
が
弔
辞

を
捧
げ
ま
し
た
。

　
参
列
者
は
花
を
一
本
ず
つ
遺
影
に
捧
げ
、

在
り
し
日
の
故
人
を
し
の
び
な
が
ら
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

　
故
冨
永
清
次
氏
は
昭
和
３
年
菊
池
郡
津

田
村（
現
在
の
菊
陽
町
大
字
津
久
礼
）生
ま

れ
。
菊
陽
町
議
会
議
員
を
経
て
、
昭
和
53

年
10
月
に
菊
陽
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

以
来
７
期
連
続
28
年
間
に
わ
た
り
、
町
長

と
し
て
、
本
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。
平
成
19
年
11
月
に
旭
日
小
緩
章

を
受
章
し
、
町
は
平
成
23
年
４
月
に
は
菊

陽
町
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

1菊陽町名誉町民の故冨永清次
氏へ告別の言葉を述べる後藤町
長2故人をしのんで献花をする
参列者3遺族代表であいさつす
る長男の連さん

1

2

3

　
総
合
計
画
策
定
審
議
会
第
２
回
会
議
を

１
月
29
日
、
菊
陽
町
役
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
前
回
の
会
議
と
１
月
に
開
催

し
た
住
民
懇
談
会
の
結
果
を
踏
ま
え
て
修

正
し
た
後
期
基
本
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

審
議
。
委
員
は
自
身
の
知
見
や
経
験
に
基

づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
し
合
い
、

町
の
目
指
す
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
活

発
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
町
は
第
３
回
会
議
の
後
に
審
議
会
か
ら

の
答
申
を
受
け
、
３
月
中
に
後
期
基
本
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

町
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て

総
合
計
画
策
定
審
議
会
第
２
回
会
議
を
開
催

▲あいさつをする明石照久会長

　
豊
後
街
道
の
杉
並
木
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
県
は
２
月
10
日
に
県
道
熊
本

菊
陽
線
で
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
植

樹
祭
で
は
、
も
み
じ
園
の
園
児
が
屋
久
杉

の
遺
伝
子
を
持
つ
杉
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
杉
並
木
の
保
存
活
動
を
さ
れ

て
き
た
菊
陽
杉
並
木
保
存
会
の
高
木
葊
次

会
長
に
県
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
は
「
み
ど
り
の
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」
で
枯
れ
枝
、
下
枝
の
せ
ん
定
や
防

草
対
策
な
ど
、
杉
並
木
の
景
観
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
杉
並
木
の
景
観
を
残
そ
う

記
念
植
樹
祭

▲杉の苗を植樹するもみじ園の園児たち
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　ソニーセミコンダクタ㈱が１月19日、菊陽町に車
いすを寄贈しました。同社は、平成15年から町社会
福祉協議会などと協力して空き缶のプルタブを集める
活動を行っており、これまでに24台の車いすを市町
村や老人ホームへ寄贈。町内の施設への寄贈は今回が
５台目で、光の森町民センターで使われる予定です。
　同社の松本博史総務部長は「地域の皆さんに支えら
れて仕事をしています。これからも地域のために頑張
りたい」と笑顔で話していました。

地域のために
ソニーセミコンダクタ㈱が車いすを寄贈

▲ソニーセミコンダクタ㈱の皆さんと車いす

　菊陽町地域婦人会（岩根裕美子会長）は１月25日、
すぎなみフェスタ 2015のバザーで得た収益の一部
５万円を菊陽中部小学校に寄贈しました。
　中部小学校の中林義徳校長は「ありがとうございま
す。子どもたちのために大事に使います」とお礼の言
葉を話しました。婦人会の副会長・酒井恵さん、守田
恵美さん、大竹美鈴さんは「来年度以降も次世代を担
う町内の小中学校の子どもたちを応援していきたいで
す」と話していました。

子どもたちを応援したい
菊陽町地域婦人会が中部小学校にバザー収益寄贈

▲収益金を寄贈する３副会長と中林義徳校長、松本成樹教頭

　選挙関係功労者の表彰式が１月26日、県庁で行わ
れました。町明るい選挙推進協議会委員の原田紀さん
（井口）が大臣表彰を、町選挙管理委員長の石坂孝行さ
ん（上津久礼）が大臣感謝状を受領しました。
　原田さんは「婦人会、仕事、家庭との掛けもちで大
変だったことが思い出です。表彰に感謝します」と笑
顔に。石坂さんは「一緒に取り組んだ委員みんなでい
ただいたものです。18歳選挙権の導入をひかえ、若
い人にもぜひ投票してほしいです」と話しました。

選挙制度の発展に尽力
総務大臣表彰・総務大臣感謝状

▲石坂孝行さん（左）と原田紀さん（中央）

　昨年12月に開業30周年を迎えた山口歯科医院（宮
ノ上）の山口治利医院長が１月６日、町内の全小中学
校に本を寄贈しました。本は全部で10種類の計118
冊。本は各学校の図書館に置かれ、今後子どもたちの
学習に役立てられます。
　山口医院長は「これまで続けてこられたのは地域の
皆さんの温かい支援のおかげです。地域へ感謝の気持
ちを伝えたい。子どもたちに読んでほしい本を集めま
した」と笑顔で話していました。

感謝の気持ちを伝えたい
山口歯科医院が町内小中学校に本を寄贈

▲「学習に役立ててほしい」と本を渡す山口治利医院長（右）

　町立保育所もみじ園の園舎お別れ会が１月23日、
同園で開催されました。このイベントは保護者会が提
案したもので、解体される園舎へメッセージを贈る企
画です。大寒波の中、在園児や保護者、卒園児の約
100人が集合。参加者は思い出深い教室の窓ガラスや
床一面に「５年間ありがとう」「こんなに大きくなっ
たよ」「もみじ園のこと忘れない」などの感謝を込め
たメッセージや温かな似顔絵、イラストを色とりどり
に描きました。

ありがとう　もみじ園
もみじ園「園舎お別れ会」

▲窓ガラスや床にメッセージや絵を描く園児と保護者

　平成27年度町民会議全体研修会が２月６日、光の
森町民センターで開催され、尚絅大学文化言語学部専
任講師・稲葉浩一さんが ｢非行少年と社会のつながり」
をテーマに講演しました。稲葉さんは女子刑務所内の
映像を交えながら、非行・逸脱の理論や逸脱行為に対
する周囲の対応の注意点を説明。更生保護女性会会長
の村上緑さんは ｢大変貴重で分かりやすい講演だった。
今日学んだことを各団体で共有して、これからの青少
年育成の活動に役立てていきたい｣ と話しました。

地域の視点で考える青少年教育
菊陽町青少年健全育成町民会議　全体研修会

▲「地域の見守りと声掛けが大事」と話す稲葉浩一さん

　ＪＡ菊池茶部会菊陽支部の福本勝さん、矢野章さ
ん、上田茂政さん、鎌田博昭さん、森田哲生さんが１
月20日、計50㌔のお茶の葉を町内保育園と小中学校
に寄贈しました。緑茶に含まれるカテキンという成分
には、ウイルスの増殖を抑える抗ウイルス作用や抗毒
素作用があり、虫歯の予防にも有効です。
　ＪＡ菊池茶部会菊陽支部の皆さんは「インフルエン
ザなどの予防に役立ててもらいたい。楽しくうがいの
習慣がついてくれたらうれしいです」と話しました。

お茶でインフルエンザ予防
ＪＡ菊池茶部会菊陽支部「お茶の葉寄贈」

▲お茶でうがいをする白鈴園の園児たち

　南方ハイパワークラブが１月14日、南方にある史
跡や史跡にまつわる暮らしなどをまとめた郷土史「む
かしのみなみがた」を作りました。「よるげに水あび
りいこい」「地獄橋」「往還杉の菊陽太郎」など全14話。
地区の高齢者に子どものころの体験や言い伝えを聞
き、写真やイラストを添えて２年で完成させました。
代表の紫藤英二さん・和代さん夫妻は「地域に残る協
働の精神や文化、知恵、宝を残したいと作った。歴史
を知り、地域に誇りを感じてほしい」と話しました。

史跡が語る文化や絆、知恵
南方地区の民話風郷土史「むかしのみなみがた」

▲「次は第二集を作る」と意気込む南方ハイパワークラブ


